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企画
ロビー展示
『拝啓 ○○様 ～書簡集から見る著名人の素顔～』

〔会期〕令和６(2024)年11月29日(金)～令和７(2025)年１月22日(水)

今年も年賀状の季節となりました。メールやSNSの普及で手紙を書く機会は少なくなりましたが、季節の
移ろいを感じられるのはやはり手紙かもしれません。また手紙は、書き手の人となりを知る上で非常に興
味深い資料で、著名人の書簡集は多く出版されています。
古今東西、さまざまな著名人の書簡集、さらに書簡体小説を集め、当館１階ロビーで展示しています。

実施
報告

インド大使館ヴィヴェーカナンダ文化センター
寄贈図書贈呈式

令和６(2024)年10月８日(火)、インド大使館ヴィヴェー
カナンダ文化センターから、図書27冊が寄贈されました。

２階公開資料室では資料の展示を行っています。
インドの文化や歴史を紹介する英語の本が中心です。
日本語で書かれている本もありますので、ぜひご覧くだ
さい。
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実施
報告

文芸講演会、優良読書グループ表彰式を開催しました

令和６(2024)年11月16日（土）、絵本作家 有田 奈央氏を講師
にお招きし、文芸講演会を開催しました。
講演では、現在に至るまでの創作活動のあゆみや作品の制作
秘話など、普段我々が知ることのできない貴重なお話をいただき
ました。また、「じごくバス」「パンでんしゃ」などの読み聞かせでは、
作者ならではの豊かな表現力で、子どもから大人までその世界
観に引き込まれました。
講演後に実施したサイン会にもたくさんの方にご参加い
ただき、大盛況のうちに終了しました。

講演：私が絵本作家になるまで
講師：絵本作家 有田 奈央（ありた なお）氏

さらに同日、優良読書グループ表彰式を行いました。
表彰団体は以下のとおりです。おめでとうございます。

・栃木県読書推進運動協議会会長表彰
「雀宮おはなし会」（宇都宮市）
「鹿沼民話の会」（鹿沼市）
「クローバー」（那須塩原市）
「おはなしボランティア バーバママ」（さくら市）

・（公社）読書推進運動協議会会長表彰
「読み聞かせボランティア ダンボの会」（市貝町）

読み聞かせ
ボランティア
ダンボの会

実施
報告 全国高等学校ビブリオバトル2024栃木県大会

県生涯学習課主催の本大会は、当館職員が運営協力しています。今年で10回目となる本大会には、
発表者16名、観戦者117名が参加し、おすすめ本を紹介する熱いバトルが繰り広げられました。
チャンプ本には、県立石橋高校の室井 優奈さんが紹介した『アヒルと鴨のコインロッカー』が選ばれ
ました。

また、同じく生涯学習課主催の「伝えよう！本の魅力コン
テスト」の表彰式も行われ、入賞作品の紹介や入賞者コメント、
審査員を務めた読書コンシェルジュ経験者による講評等が
行われました。
大会を通して、高校生読書活動推進リーダー・読書コン
シェルジュが司会進行などの運営を担当し、大会を盛り上げ
てくれました。

〔期日〕 令和６(2024)年12月15日(日)
〔場所〕 栃木県総合文化センターサブホール ほか

大会入賞者（決勝戦進出者）

お知らせ 【公開講座】
子どもの読書ボランティア指導者スキルアップ研修

本研修は、子どもの読書ボランティア指導者等を対象に全５回の連続講座として開催
しています。最終回の第５回を、２月１日（土）13:30～15:00に公開講座として、Zoomに
よるオンラインで開催します。申込締切は１月24日（金）です。
講話：「社会性のある絵本を選ぶには～ジェンダーの視点を中心に～」（90分）
講師：トモエ文庫主宰 草谷 桂子 氏 申込フォーム
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〈館長コラム〉

巳年に読む「簪をさした蛇」

昨秋、庭の植え込みに蛇の抜け殻を発見しました。一皮むけた本体は、さらに
大きく成長したにちがいありません。抜け出した本体に会わないようにと祈りながら、
植え込みの手入れを続けました。蛇は静かで神秘的な生物。その姿からも敬遠し
がちですが、年が明け巳年となりました。

元日の能登半島地震からも一年が過ぎます。12月から大雪のニュースも聞こえ、進まない復興と雪深い地
域での避難生活に少しでも新たな再生の光が見えてくることを祈るばかりです。「雪は天から送られた手紙で
ある」の名言で知られる中谷宇吉郎氏は、石川県の出身。雪の怖さを知り、雪の美しさに魅せられ、人工の雪
を作ることに世界で初めて成功した科学者ですが、随筆家としても多くの著作を残しています。中谷宇吉郎随
筆集の中に、「簪をさした蛇」という作品があります。中谷氏が通った小学校のすぐ後ろにある錦城山は、落城
伝説もあり、城趾は子どもたちにとって「人跡未踏の魔境」であったといいます。「其処には簪をさした蛇だの、
両頭の蛇だのがいるという噂」があり、子どもたちは誰も疑わなかったそうです。心の奥深く根付いている非科
学的な思いは、決して無用なものではなく、「本当の科学というものは、自然に対する純真な驚異の念から出
発すべきものである。」と、中谷氏は言います。「科学は本来平和的なものである」とも。そして、「眼に見えない
星雲の渦巻く虚空と、簪をさした蛇とは、私にとっては、自分の科学の母胎である。人には笑われるかもしれな
いが、自分だけでは、何時までもそっと胸に抱いておくつもりである。」と文を閉じています。中谷氏が言うとこ
ろの、自分だけそっと胸に収めておきたい「簪をさした蛇」のような非科学的な記憶が、私自身の胸中にも息づ
いています。幼い日に感じた思いや記憶を、新年に自ら慈しみ大切にしたいと思いました。
今年は戦後80年。昨年、ノーベル平和賞を受賞した日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）の方々

が主張してきたのは核廃絶の必要性ですが、その根底にあるのは、幼い日の忘れ難い戦争体験と世界平和
への思いです。巳年の幕開けに、科学の発展が人や自然に対する愛情を基盤として世界平和につながること
を信じてやみません。 （県立図書館長）

かんざし

コンサート

県民ライブコンサートほか（実施報告と出演者募集）

今年度の県民ライブコンサート全６回のうち、第５回、第６回のコンサートを以下のとおり
開催しました。多くの方にご来場いただきありがとうございました。

【第５回】10月26日（土）ハープによるコンサート
出演：むかえ なほみ

【第６回】11月24日（日）二胡・ピアノによるコンサート
出演：みやにこ・あかつき

※令和７（2025）年度の県民ライブコンサートへの出演者を募集します。応募方法等の詳細は、
当館ホームページや館内で配布しているチラシなどをご覧ください。

〔募集対象数〕個人を含む６団体 〔募集期間〕令和７（2025）年１月10日（金）～２月21日（金）

【お問い合わせ先】 調査相談課 ０２８－６２２－５１１２

■レコード・コンサート
当館所蔵の滝澤コレクション等からレコードを選定し、今年度２回目のコンサートを11月２日(土) に開催
しました。「ジャズをブラインドフォールド・テスト(演奏者当て)などで楽しみましょう」として計15枚のレコード
を紹介しました。

■視聴覚室展示 「ロックの真髄 ブリティッシュ・ロックの栄光」展示中
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〈コラム〉
司書
の目

わたしの１冊 読んでみませんか？
司書が日常の中で接した
本から、おすすめの１冊を
ご紹介します。

『植物園へようこそ』
（国立科学博物館筑波実験植物園／編著 岩波書店 2024）

寒さが厳しくなり、外出の頻度が下がりがちなこの季節。せっかくなので、軽い
お散歩気分で植物に癒される、植物園に出かけてみるのはいかがでしょう。特に
温室では、普段見ることができない珍しい植物を、ちょっと暑いぐらいの環境で
じっくり観察することができます。
そこで今回は、植物園に行く前にぜひお手に取ってもらいたい一冊、お隣の
茨城県にある国立科学博物館筑波実験植物園による『植物園へようこそ』をご紹
介します。筑波実験植物園、通称つくば植物園は、国立科学博物館が植物の
研究推進のために1983年に設置。世界に生育する7000種類を超える植物を植
栽し、そのうち3000種類を見ることができます。とちぎ花センターや井頭公園でも
有名な、青色がキレイなヒスイカズラも栽培されています。ヒスイカズラは開花時
期が２月～５月頃と、あと少し待つとキレイな花を見られますね。
植物園に行くと、ついつい珍しい植物やキレイな花に目が行きがちですが、植
物園には植物園の大切な役目や苦労があります。絶滅危惧種の保全活動や、
国内で栽培実績のない植物の栽培。どんどん成長する植物たちのお世話等々……来園者からはわから
ないバックヤードでの活動や、研究者のみなさんの情熱を知ることのできる一冊です。（黛）

イベント案内

■館内展示
１階 ロビー
・「拝啓 ○○様 ～書簡集から見る著名人の素顔～」
（1月22日まで）
・栃木県生産振興課 連携展示（1月22日まで）
・栃木県統計課 連携展示（1月22日まで）
・「日光杉並木街道～植樹開始400年～」
（栃木県文化振興課 連携展示 1月24日から）
・栃木県健康増進課 連携展示（1月24日から）
・ロックの真髄 ブリティッシュ・ロックの栄光
（視聴覚室前）

地下１階 読書活動支援室
・栃木県冬休みすいせん図書
・追悼：谷川俊太郎、せなけいこ、中川李枝子

２階 公開資料室
・法律を学ぼう～あなたの生活を守る知識～
・栃木県障害福祉課 連携展示（2月26日まで）

３階 地域資料室
・〔文書館連携〕
令和６年度テーマ展関連資料展示

・〔博物館連携〕
死者と生者の古墳時代

・〔美術館連携〕
勝城蒼鳳展（1月中旬から）

４階 公開資料室
・2024年ノーベル賞
・第172回 芥川賞・直木賞（１月下旬から）

図書館カレンダー ※□は休館日です。 最新情報はホームページをご確認ください。
1月１～３日、１月11日・12日、２月15・16日は県庁地下駐車場が利用できません。
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